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監督：加藤祥二（西春高校教諭）　コーチ：楠　知文（スポーツ指導監）

代
表
選
手
決
定
！

　

12
月
６
日
、
愛
・
地
球
博
記
念
公

園
を
発
着
点
に
全
61
チ
ー
ム（
県
内

全
市
町
村
）で
行
わ
れ
る『
第
３
回
愛

知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
』

の
北
名
古
屋
市
代
表
選
手
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
愛
知
万
博
の
理
念

を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
こ
と
を
は
じ

め
、
各
市
町
村
の
交
流
、
市
町
村
合

併
後
の
一
体
化
の
促
進
お
よ
び
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
な
ど
が
目
的
で
、
平
成

18
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
第
１
区
か
ら
第
９
区
ま
で

の
代
表
18
人
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
グ

ル
ー
プ
へ
。

　

テ
レ
ビ
で
も
応
援
で
き
ま
す

　

大
会
は
、
12
月
６
日（
土
）午
後
０

時
30
分
ス
タ
ー
ト
で
す
。
レ
ー
ス
の

模
様
は
、
東
海
テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ

れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
の

前
で
ぜ
ひ
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

第１区

第２区

第３区

第４区

第５区

第６区

第７区

第８区

第９区

中学生女子

ジュニア男子

40歳以上

小学生女子

中学生男子

小学生男子

一般女子

ジュニア女子

一般男子

石 原 歩 実（熊野中１年） 加 藤 楓 子（白木中２年）

江 村 詩 枝 里（鴨田小５年） 永 津 つ か さ（師勝北小６年）

齊 藤 敏 幸（熊野中１年） 堀　裕 介（天神中２年）

竹 村 英 之（白木小６年）杣　拓 実（師勝西小５年）

区間 種　別 選手氏名（各種別五十音順）

　締結式では、名古屋芸術大学の榊達雄
学長と長瀬保市長が握手を交わし、大学
と市とがまちづくりにおいて円滑に協力
できる体制の確立を約束しました。

名古屋芸術大学と名古屋芸術大学と名古屋芸術大学と
まちづくりで協定を締結まちづくりで協定を締結まちづくりで協定を締結

　10 月 7 日、名古屋芸術大学と『北名古屋
市と名古屋芸術大学との連携に関する協定』
を結びました。
　この協定は、市と大学とが芸術、文化、
教育など幅広い分野で協力し合い、人的交
流やお互いの知的・物的資源を有効に活用
するなど、連携をとり、協働でまちづくり
を推進していこうというものです。

　これまで、名古屋芸術大学とは、公開講
座や演奏会などさまざまな分野で連携をと
ってきました。今後は、その体制を強化し、
若い学生たちの活力やアートを活かしたま
ちづくり、地域づくりを進めていきます。
　お問い合わせは、企画・広報グループへ。

愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

第
３
回

第
３
回

愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル

愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル

足 立   剛（六ツ師）

加 藤 祥 二（西春高校教諭）

浅 田 倫 世（鹿田）

島 崎 幸 恵（石橋）

井 上 純 一（徳重）

堀 場 大 生（高田寺）

桑 原 邦 匡（山之腰）

斉 藤 久 美 子（中之郷）

二 宮   萌（六ツ師）

藤 原   大（法成寺）
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平
成
20
年
４
月
か
ら
、
市
内
の

小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
が
、
一
部

の
地
域
で
次
の
と
お
り
変
更
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

該
当
す
る
方
で
希
望
さ
れ
る
方

は
、
12
月
19
日（
金
）ま
で
に「
就
学

校
の
変
更
・
区
域
外
就
学
申
請
書
」

（
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

就
学
校
の
変
更
基
準

①
指
定
校
が
遠
距
離（
小
学
校
は
直

線
距
離
が
お
お
む
ね
１
㎞
以
上
、

中
学
校
は
お
お
む
ね
２
㎞
以
上
）

で
、
よ
り
近
い
隣
接
校
へ
の
就
学

を
希
望
す
る
場
合
。
ま
た
、
下
表

に
定
め
る
地
域
に
居
住
し
、
保
護

者
が
指
定
校
以
外
の
学
校
を
希
望

し
た
場
合
。

　
　

た
だ
し
、
新
た
に
１
年
生
に
就

学
す
る
児
童
・
生
徒
に
限
る
。
ま

た
、
そ
の
児
童
・
生
徒
の
兄
姉
も

変
更
を
希
望
す
れ
ば
同
様
に
許
可

す
る
。

※

小
学
校
を
変
更
希
望
し
た
場
合
の

中
学
校
へ
の
就
学
は
、
通
学
区
域

に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
在
籍
す
る
小
学
校
に
該
当
す

る
中
学
校
へ
の
就
学
を
希
望
す
る

場
合
は
こ
れ
を
認
め
る
。

②
①
の
受
け
入
れ
児
童
・
生
徒
数

は
、
あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
が

明
示
し
た
範
囲
内
と
す
る
。
受
入

可
能
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

と
す
る
。

③
学
年
途
中
に
市
内
へ
転
入
お
よ
び

転
居
し
、①
の
条
件（
こ
の
場
合
は

全
学
年
を
対
象
）で
申
請
が
あ
っ

た
と
き
、
該
当
校
の
受
け
入
れ
児

童
・
生
徒
数
に
余
裕
が
あ
る
と
き

に
限
っ
て
許
可
す
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
グ

ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

鹿田栄101～ 194番地、鹿田西
村前、鹿田藤の木、鹿田大日
堂附4022番地、鹿田西藤之木

片場天王森25～ 49番地および
75～ 86番地、片場八反12番地
および30～ 38番地並びに52～
117番地、片場八瀬の木、高田
寺上外浦、高田寺北の川1～21
番地、高田寺砂場1～6番地

区　域 指定校

訓原中学校

訓原中学校

師勝中学校

師勝中学校

小
・
中
学
校 

新
１
年
生
は 

小
・
中
学
校 

新
１
年
生
は 

一
部
の
地
域
に
限
り
就
学
校
を
変
更
で
き
ま
す

一
部
の
地
域
に
限
り
就
学
校
を
変
更
で
き
ま
す

一
部
の
地
域
に
限
り
就
学
校
を
変
更
で
き
ま
す

　「子育ての悩みはどこに相談したらいいの」「虐待
としつけはどうちがうの」等、子どもを虐待から守
るため、この機会に一緒に考えてみませんか。
と　き　11月12日（水）午後１時30分～３時30分
ところ　総合体育館　市民ホール
内　容　〇講演　演題　「守ろう子どもの笑顔」
　　　　　　　　講師　犬塚君雄氏（愛知県中央児童・
　　　　　　　　　　　  障害者相談センター長）　
　　　　〇質疑応答
対　象　市内在住の方

講演会 ～守ろう子どもの笑顔～

　「子どもへの虐待をなくしたい」その
気持ちを込めて始まったオレンジリボ
ン運動は、全国に広がっています。
　本市でも、児童虐待防止月間に「子ども虐待防止」キ
ャンペーンを実施し、オレンジリボンを配布します。
ぜひご協力ください。
配布場所　児童グループ（東庁舎）、西庁舎福祉総合窓口

子どもを虐待から守る
メッセージリボンの着用にご協力を

オレンジリボン

「いのち」 と 「こころ」 を
　　　　　　　　守るために
「いのち」 と 「こころ」 を
　　　　　　　　守るために
「いのち」 と 「こころ」 を
　　　　　　　　守るために

子どもの

　虐待を受けたと思われる子どもを発見したら、
迷わず相談や連絡をしてください。
あなたの周りにいませんか？
　〇不自然な傷や打撲のあとがある
　〇着衣や髪の毛がいつも汚れている
　〇異常におどおどしている　
　〇自宅に帰るのを嫌がる
　〇夜遅くまで一人で遊んでいる
　〇落ち着きがなく乱暴になる

虐待のサインに気づいて！

ひとりで抱え込まないで！
　子育てに不安がある、イライラする等でお悩み
の方は、ひとりで抱え込まずにご相談ください。

お問い合わせは、児童グループへ。

　一人ひとりが児童虐待問題について理解を深
め、この問題に社会全体として取り組むために
社会的関心を高めましょう。

11月は児童虐待防止月間です11月は児童虐待防止月間です

変更可能な学校

助けての 小さなサイン 受け止めて
　　　　　　　　　　　（平成20年度月間標語）
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　介護サービスを利用するには、福祉（東・西）グルー
プに要介護認定の申請をして「介護や支援が必要であ
る」と認定されることが必要です。
　申請をすると、認定調査や介護認定審査会を経て、
介護が必要な状態かどうか、またどのくらいの介護が
必要であるかが決まります。サービスが利用できるま
での手続きの流れをご紹介します。
　お問い合わせは、福祉西グループへ。

介護保険サービスの
　　　　　利用の仕方

～まずは要介護認定の申請を！～

医師の意見書コンピュータ判定

　サービスの利用を希望
される方は、福祉（東・
西）グループに「要介護認
定」の申請をしましょう。

認定調査　
　　心身の状況を調べるために、本人 
　や家族などから聞き取り調査を行い
　ます。

介護認定審査会　
　　認定調査の結果と医師の意見書を
　もとに、保健、医療、福祉の専門家
　による審査が行われます。

　介護を必要とする度合い
（要介護状態区分）は、原則と
して申請から30日以内に認
定され、認定結果が通知され
ます。
〇要支援1、2
〇要介護1～5

　在宅サービスか施設サービスのど
ちらを利用するか選択します。
・在宅サービス（自宅への訪問や施設
　に通所してサービスを利用する）
・施設サービス（施設に入所してサー
　ビスを利用する）
　〇要介護1～5

　どのようなサービスをどのくらい
利用するかという介護サービス計画
（ケアプラン）をつくります。要介護
の判定を受けた方は、居宅介護支援
事業所へ、要支援の判定を受けた方
は、地域包括支援センターへ計画の
作成を依頼します。

　介護サービス計画に
基づいてサービスを利
用します。
　原則として費用の 1
割が利用者負担となり
ます。

①
申
請
す
る

②
要
介
護
認
定

③
認
定
結
果
の
通
知

④
在
宅
、
施
設
の
選
択

⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
　

計
画
を
つ
く
る

⑥
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　

利
用
す
る

　認定の有効期間は原則として12か月で
す。介護を必要とする度合いに変化がな
く、引き続きサービスを利用する場合に
は、有効期間満了前に更新の申請をしてく
ださい。

更新の申請

変更の申請
　介護を必要とする度合いに変化があった
場合は、認定の有効期間内でも認定変更の
申請をすることができます。

　

児
童
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担

う
児
童
の
健
全
な
育
成
と
家
庭
に
お

け
る
生
活
の
安
定
を
目
的
に
、
小
学

校
修
了
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
児
童
を
養
育
し
て
い

て
、
ま
だ
請
求
を
し
て
い
な
い
方

は
、
児
童
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）ま
た

は
西
庁
舎
福
祉
総
合
窓
口
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
前
年
の
所

得（
１
〜
５
月
ま
で
の
手
当
は
前
々

年
）が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
所

得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
手
当
は
、
請
求
の
あ
っ
た

月
の
翌
月
分
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
グ
ル
ー

プ
へ
。

　

11
月
下
旬
に
納
税（
付
）義
務
者
へ

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の「
納
付
済

額
通
知
書
」を
郵
送
し
ま
す
。

　

お
勤
め
先
で
の
年
末
調
整
や
来
年

の
所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
の
社
会

保
険
料
控
除
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民（
東
・

西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

国
民
健
康
保
険
税
等
の

納
付
済
額
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

平
成
20
年
分

児
童
手
当
を

　
　
　

ご
存
知
で
す
か
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「
認
知
症
最
前
線
」を
テ
ー
マ
に
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
主
催
に
よ
る
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
22
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分（
午
後
１
時
開

場
）

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

大
ホ
ー

ル
内　

容

第
１
部『
認
知
症
本
音
対
談
』

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
町
永
俊

雄
氏
と
認
知
症
医
療
現
場
の
第
一

線
で
活
躍
し
て
い
る
遠
藤
英
俊
医

師
が
認
知
症
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
対
談
し
ま
す
。

第
２
部『
踊
り
と
音
楽
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
』

〇
梅
后
流
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
に
よ
る

踊
り

〇
松
田
隆
行
氏
に
よ
る
津
軽
三
味
線

の
演
奏

入
場
料　

無
料（
入
場
整
理
券
不
要
）

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
徒

歩
ま
た
は
、
自
転
車
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
東
グ
ル

ー
プ
へ
。

遠藤英俊氏
（国立長寿医療セン
ター包括診療部長）

（ＮＨＫエグゼクテ
ィブアナウンサー）

町永俊雄氏

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地

域
で
暮
ら
す
高
齢
の
方
を
、
介
護
、

福
祉
、
健
康
、
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
介
護
予

防
の
拠
点
で
す
。
高
齢
の
方
が
い
つ

ま
で
も
、
健
や
か
に
住
み
な
れ
た
地

域
で
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
積
極
的
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

〇
地
域
支
援
の
総
合
相
談　

　
　

高
齢
の
方
や
そ
の
家
族
等
の
介

護
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〇
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　

介
護
保
険
で
要
支
援
１
・
２
と

認
定
さ
れ
た
方
や
健
診
に
よ
り
支

援
や
介
護
が
必
要
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
方
に
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成

し
、
要
介
護
状
態
等
に
な
ら
な
い

よ
う
防
止
を
図
り
ま
す
。

〇
権
利
擁
護
、
虐
待
の
早
期
発
見
防

止
等

　
　

高
齢
の
方
が
安
心
し
て
い
き
い

き
と
暮
ら
す
た
め
の
権
利
を
守
る

支
援
を
し
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
の

早
期
発
見
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
な
ど
、
高
齢
の
方
の
権
利

擁
護
に
努
め
ま
す
。

〇
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

　
　

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支

援
や
、
高
齢
の
方
に
と
っ
て
よ
り

暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す
る
た

め
、
様
々
な
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
ご
相
談
く
だ
さ
い

〇
近
所
の
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

心
配

〇
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

を
知
り
た
い

〇
健
康
の
こ
と
に
不
安
が
あ
る

〇
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た

〇
ほ
と
ん
ど
外
出
し
な
く
な
っ
た

〇
悪
質
な
訪
問
販
売
の
被
害
に
あ
っ

た
〇
金
銭
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

〇
知
り
合
い
の
高
齢
者
が
虐
待
に
あ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
等

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
福
祉
東
グ
ル
ー
プ
内
）

へ
。

松田隆行氏
（津軽三味線・民謡歌手）

松田隆行氏
（津軽三味線・民謡歌手）

梅后流 江戸芸かっぽれ梅后流 江戸芸かっぽれ

認
知
症
最
前
線

認
知
症
最
前
線

認
知
症
最
前
線
〜
認
知
症
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
〜

〜
認
知
症
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
〜

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

へお尋ねください

のことは

地域包括支援センター地域包括支援センター地域包括支援センター

介 護
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相
談
支
援
事
業

　　
障
害
の
あ
る
方
か
ら
無
料
で
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
情
報
提
供
や
助

言
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
等
を
行
い

ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

（
精
神
通
院
）を
お
持
ち
の
方
等
、

自
閉
症
等
に
よ
り
障
害
者
医
療
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
。
た
だ

し
、
18
歳
未
満
で
知
的
障
害
の
方

は
、
療
育
手
帳
が
な
く
て
も
利
用

で
き
ま
す
。

相
談
支
援
事
業
者

〇
社
会
福
祉
協
議
会
内「
社
協
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
」☎（
22
）１
１

１
１

〇（
株
）総
合
福
祉
サ
ー
ビ
ス
Ｊ
・
Ｙ

ｏ
ｕ
内「
じ
ゃ
が
い
も
畑
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
」☎（
23
）４
０
０
８

〇（
株
）福
祉
の
里
内「
北
名
古
屋
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
」☎

（
24
）８
６
７
１

〇
福
祉
の
杜
内「
尾
張
中
部
障
害
者

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
杜
の

風
」☎（
22
）１
１
２
３

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
太
陽（
精

神
）内「
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

七
彩
」☎（
25
）０
６
３
１

　

手
話
通
訳
者
設
置
事
業

　

手
話
通
訳
者
を
社
会
福
祉
協
議
会

に
配
置
し
、
障
害
の
あ
る
方
と
そ
の

他
の
方
と
の
意
思
疎
通
を
仲
介
し
ま

す
。

対　

象　

聴
覚
、
音
声
機
能
、
言
語

機
能
に
障
害
の
あ
る
方
、
聴
覚
、

音
声
機
能
、
言
語
機
能
に
障
害
の

あ
る
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
な
方

申
込
み　

社
会
福
祉
協
議
会

　

手
話
通
訳
者
・

　
　

要
約
筆
記
者
等
派
遣
事
業

　

日
常
生
活
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
情
報
の
取
得
に
支
障
の
あ
る
聴

覚
、
音
声
機
能
、
言
語
機
能
の
障
害

の
あ
る
方
に
無
料
で
手
話
通
訳
者
、
要

約
筆
記
者
を
派
遣
し
ま
す
。
た
だ
し
、

趣
味
活
動
、
営
業
活
動
、
団
体
役
員

等
の
活
動
等
に
は
派
遣
で
き
ま
せ
ん
。

対　

象　

聴
覚
、
音
声
機
能
、
言
語

機
能
に
障
害
の
あ
る
方
、
聴
覚
、

音
声
機
能
、
言
語
機
能
に
障
害
の

あ
る
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
な
方

交
通
費　

手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記

者
の
交
通
費
は
、
１
５
０
０
円

（
年
12
回
を
限
度
）ま
で
は
市
が
支

給
し
、
超
え
た
と
き
は
利
用
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。
自
動
車
の
場

合
は
、
１
㎞
当
た
り
25
円
ま
で
支

給
し
ま
す
。

申
込
み　

派
遣
日
の
10
日
前
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

障
害
の
あ
る
方
に
、
創
作
・
生
産

活
動
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精

神
通
院
）を
お
持
ち
の
方
、
自
閉

症
等
に
よ
り
障
害
者
医
療
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
。
た
だ
し
、
18

歳
未
満
で
知
的
障
害
の
方
は
、
療

育
手
帳
が
な
く
て
も
利
用
で
き
ま

す
。
な
お
、
障
害
者
自
立
支
援
法

に
伴
う
日
中
活
動
サ
ー
ビ
ス（
生

活
介
護
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行

支
援
、
就
労
継
続
支
援
、
旧
法
授

産
施
設
）が
優
先
と
な
り
ま
す
。

申
込
み　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

移
動
支
援
事
業

　

障
害
の
あ
る
方
で
屋
外
で
の
移
動

が
困
難
な
方
に
、
外
出
の
た
め
の
移

動
支
援
を
行
い
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精

神
通
院
）を
お
持
ち
の
方
、
自
閉

症
等
に
よ
り
障
害
者
医
療
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
。
た
だ
し
、
18
歳

未
満
で
知
的
障
害
の
方
は
、
療
育

手
帳
が
な
く
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

な
お
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
伴

う
行
動
援
護
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

実
施
方
法

〇
個
別
支
援
型　

外
出
に
お
け
る
個

別
へ
の
移
動
支
援

〇
グ
ル
ー
プ
支
援
型　

最
大
４
人
ま

で
の
複
数
人
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ

の
外
出
に
お
け
る
集
団
へ
の
移
動

支
援（
屋
内
で
実
施
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
参
加
で
安
全
が
確
保

さ
れ
る
場
合
の
み
）

派
遣
時
間　

１
日
８
時
間
ま
で

申
込
み　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

『地域生活支援事業』の手続き
① 相談支援事業者に相談
② 障害の状態や介護の状況を確認
③ 相談支援事業者が「ケアプラン」
　 を作成
④ 「ケアプラン」を持参して市役所
　 へ利用申請
⑤ 支給量の決定
⑥ 受給者証の発行
⑦ 委託事業者と契約し利用

地
域
生
活
支
援
事
業

障
害
者
自
立
支
援
法

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
定
め
ら
れ
た
相
談
支

援
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
な
ど
の『
地
域

生
活
支
援
事
業
』を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

を

ご
利
用
く
だ
さ
い

※市と契約した事業所でご利用できます。

（地域活動支援センター事業、移動支援事
 業、生活サポート事業、日中一時支援事
 業は上記の手続きが必要です。）
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自
動
車
改
造
助
成
事
業

　

重
度
の
障
害
の
あ
る
方
が
、
通

勤
・
通
学
・
通
院
・
就
労
等
の
た
め

に
自
ら
が
所
有
し
、
運
転
す
る
自
動

車
を
改
造
す
る
た
め
の
経
費
を
助
成

し
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳（
上
肢
・

下
肢
・
体
幹
機
能
障
害
）を
お
持

ち
で
、
道
路
交
通
法
91
条
に
規
定

す
る「
免
許
の
条
件
」を
付
さ
れ
た

方
限
度
額　

９
万
円

申
込
み　

福
祉（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ

　

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費

　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
事
業

 　

教
習
所
に
通
い
、
第
１
種
普
通
自

動
者
免
許
の
取
得
の
た
め
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳〔
視
覚

機
能
障
害
１
〜
３
級
、
聴
覚
機
能

障
害
２
・
３
級
、
平
衡
機
能
障
害

３
級
、
音
声
言
語
機
能
障
害
３
級

（
喉
頭
摘
出
者
の
み
）、
上
肢
機
能

障
害
１･

２
級
、
下
肢
機
能
障
害
１

〜
５
級
、
体
幹
機
能
障
害
１
〜
３

級
お
よ
び
５
級
、
運
動
機
能
障
害

（
上
肢
機
能
）１･

２
級（
１
級
で
上

肢
の
場
合
は
除
く
）、
運
動
機
能

障
害（
移
動
機
能
）１
〜
６
級
、
内

部
機
能
障
害
１
級
お
よ
び
３
〜
４

級
〕を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
は
療
育

手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち

の
方

限
度
額　

９
万
円

申
込
み　

福
祉（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ

　

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

　

身
体
・
知
的
・
精
神
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
方
に
、
自
立
生
活
支
援
用

具
等
の
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま

す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方（
日
常
生
活
用

具
の
種
類
に
よ
り
対
象
者
が
異
な

り
ま
す
） 

用
具
の
種
類　

特
殊
寝
台
、
入
浴
補

助
用
具
、
特
殊
便
器
、
ス
ト
マ
用

装
具
、
紙
お
む
つ
等

申
請
に
必
要
な
も
の　

対
象
の
手
帳
、

見
積
書
、
印
か
ん

申
込
み　

福
祉（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ

　

就
職
支
度
金
支
給
事
業

　

身
体
障
害
者
更
生
施
設
等
に
入
所

ま
た
は
通
所
施
設
で
更
生
訓
練
を
終

了
し
た
方
、
ま
た
は
就
労
移
行
支
援

事
業
、
就
労
継
続
支
援
事
業
を
利
用

し
、
就
職
ま
た
は
自
営
に
よ
り
施
設

を
退
所
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方
に
就

職
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対　

象　

就
職
等
を
す
る
障
害
の
あ

る
方

支
度
金
額　

３
万
６
０
０
０
円
以
内

申
込
み　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

介
護
給
付
支
給
決
定
者
以
外
で
、

日
常
生
活
や
家
事
に
支
援
が
必
要
な

方
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

　

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　

帳
、
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精

　

神
通
院
）を
お
持
ち
の
方
、
自
閉
症

　

等
に
よ
り
障
害
者
医
療
受
給
者
証

　

を
お
持
ち
の
方
。
た
だ
し
、
18
歳

　

未
満
で
知
的
障
害
の
方
は
、
療
育

　

手
帳
が
な
く
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
み　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

日
中
一
時
支
援
事
業〔
日
中
支
援

　
　

事
業（
18
歳
以
上
）・
タ
イ
ム
ケ

　
　

ア
事
業（
18
歳
未
満
）〕

　
　

 

日
中
支
援
事
業

　

障
害
の
あ
る
方
の
日
中
活
動
の
場

を
確
保
し
、
日
常
的
に
介
護
し
て
い

る
家
族
の
一
時
的
な
休
憩
お
よ
び
そ
の

家
族
の
一
時
的
な
就
労
支
援
に
利
用

で
き
ま
す
。

利
用
期
間　

原
則
月
７
日
以
内

タ
イ
ム
ケ
ア
事
業

　

特
別
支
援
学
級
ま
た
は
特
別
支
援

学
校
等
に
通
う
小
学
生
お
よ
び
中
学

生
、
高
校
生
の
下
校
後
や
夏
休
み
等

の
長
期
休
暇
時
に
活
動
す
る
場
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
日
常
的
に
介
護

し
て
い
る
家
族
の
一
時
的
な
休
憩
お

よ
び
就
労
支
援
に
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
期
間　

原
則
月
12
日
以
内
。
た

だ
し
、
月
12
日
の
う
ち
月
７
日
ま

で
は
日
中
支
援
事
業
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精

神
通
院
）を
お
持
ち
の
方
、
自
閉
症

等
に
よ
り
障
害
者
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
。
た
だ
し
、
18
歳

未
満
で
知
的
障
害
の
方
は
、
療
育

手
帳
が
な
く
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
み　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

職
親
委
託
制
度
事
業

　　

知
的
障
害
の
方
の
雇
用
促
進
と
職

場
定
着
を
高
め
る
た
め
、
事
業
経
営

者
等
を
職
親
と
し
て
登
録
し
、
知
的

障
害
の
方
を
一
定
期
間
職
親
に
預
け
、

生
活
指
導
お
よ
び
技
能
習
得
訓
練
等

を
行
い
ま
す
。

対　

象　

知
的
障
害
の
方

申
込
み　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

訪
問
入
浴
事
業

　

自
宅
で
の
入
浴
が
困
難
な
重
度
の

身
体
障
害
者（
児
）の
方
に
、
入
浴
車

を
派
遣
し
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
１
〜
２
級（
下
肢

障
害
・
体
幹
障
害
）で
、
医
師
が
入

浴
を
認
め
た
方

利
用
回
数　

週
３
回
ま
で

申
請
に
必
要
な
も
の　

市
指
定
の
診

断
書

申
込
み　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ



秋の交通安全キャンペーン　
市役所東庁舎

　県が主催する「第１８回あいち下水道フェア」が五条川右岸
浄化センター（岩倉市）で開催され、本市からは１９人の親
子が参加しました。このイベントでは下水道の仕組みをパネ
ルやクイズなどで紹介し、参加した人たちは楽しみながらそ
の役割について学んでいました。「僕たちが毎日流している
汚れた水を、微生物がきれいにしてくれていることを知り驚
きました。これからはできる限り、水をむだにしないよう注
意します。」と訪れていた小学生は感想を聞かせてくれました。

下水道と微生物、見えなくても働きものなんです！

保育園運動会
九之坪北保育園

市民体育祭2008（表紙も同じ）
師勝中学校

28
9

4
10

健康フェスタ2008
健康ドーム

25
9

栗島にこにこ運動会
栗島小学校

20
9

6
9

12
10

平成20年　11月 8



テレビ局が「いきいき隊」を取材
回想法センター

いきいきスポーツ大会
健康ドーム

V I V A！き た な ご や

　毎年9月21日は「世界アルツハイマーデー」です。この日
は、認知症に関する理解を深めてもらおうと、世界中で認
知症患者やその介護者を支援する活動が展開されています。
本市でもこれに合わせ、西春駅や徳重・名古屋芸大駅周辺
で北名古屋市キャラバンメイトのみなさんが、認知症に対す
る正しい知識を持ってもらおうと啓発ちらしを配布し、道行
く人たちに呼びかけました。

認知症について考えてください

25～

～

高齢者支援サポーター研修会　　
健康ドーム

28
7

10
10

3

師勝中学校の生徒が職場体験学習で
下水道の工事現場を見学しました。

21
9

24
9

1
10

～

民俗芸能大会　
文化勤労会館

21
9

26
9

平成20年　11月9
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ラ
ジ
オ
体
操
の
第
一
・
第
二
が
終
わ
っ
た
後
、
子
ど
も

た
ち
は
役
員
の
方
か
ら
出
席
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も

ら
う
。「
あ
り
が
と
う
！
」の
言
葉
が
さ
わ
や
か
で
き
も
ち

い
い
。

　

役
員
の
方
に「
広
い
運
動
場
が
使
え
て
い
い
で
す
ね
」

と
言
う
と「
西
之
保
地
区
は
広
場
が
な
い
の
で
す
」と
、

意
外
な
返
事
が
返
っ
て
き
た
。
こ
の
日
の
出
席
者
は
、

子
ど
も
が
83
人
、
大
人
が
40
人
の
合
計
１
２
３
人
と
の

こ
と
。
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
る
こ
の
地
区
で
は
、

こ
れ
ほ
ど
の
人
々
が
体
操
を
で
き
る
広
場
は
な
い
が
、

「
学
校
の
理
解
が
あ
り
、
運
動
場
が
借
り
ら
れ
る
の
は
あ

り
が
た
い
」と
喜
ん
で
い
た
。

　

子
ど
も
会
へ
の
入
会
者
が
増
え
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
行
事
で
子
ど
も
会
が
盛
大
に
な
れ
ば
、
北

名
古
屋
市
の
将
来
も
明
る
い
だ
ろ
う
。

　

子
ど
も
会
か
ら
の
回
覧

が
回
り
、
夏
休
み
の
早

朝
、
西
春
小
学
校
で
ラ
ジ

オ
体
操
が
行
わ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、
運
動
場
を
訪

れ
る
と
、
青
野
子
ど
も
会

と
わ
か
ば
子
ど
も
会
役
員

の
方
が
準
備
中
だ
っ
た
。

　

開
始
時
間
の
10
分
ほ
ど

前
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
や

大
人
た
ち
が
続
々
と
集
ま

っ
て
き
て
、
広
い
運
動
場

が
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
。

子
ど
も
同
士
誘
い
合
っ
て

来
る
よ
う
で
、
一
団
と
な

っ
て
く
る
子
が
多
い
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス『
あ
い
せ

の
里
』で
夏
祭
り
が
あ
り
、
利
用
者
で
な
く
て
も
参

加
で
き
る
と
聞
き
、
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
介
護
の
経
験
は
な
い
の
で
す
が
、
年
老
い

た
両
親
や
自
分
の
老
後
が
心
配
。
以
前
か
ら
こ
う

し
た
施
設
に
興
味
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か

改
ま
っ
て
見
学
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
お
祭

り
と
い
う
形
で
内
覧
で
き
る
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

施
設
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
い
た
だ

き
、
施
設
の
説
明
を
お
聞
き
し
た
後
は
、
ち
ゃ
っ
か

り
夏
祭
り
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
♪

　

模
擬
店
、
和
太
鼓
演
奏
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
、
特
に
福
祉
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
実
際

に
車
椅
子
に
乗
っ
て
み
た
り
、
ど
う
介
助
を
す
れ
ば

良
い
の
か
を
体
験
し
た
り
と
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
祖
母
が
入
所
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
が
と
て
も
親
身
に
介
護
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
様
子
が
見
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」と
毎
年

夏
祭
り
に
参
加
さ
れ
て
い
る
家
族
の
方
。

　

大
切
な
家
族
や
自
分
自
身
の
た
め
に
、
い
ろ
い

ろ
な
施
設
に
も
っ
と
気
軽
に
出
向
い
て
、「
も
し
も
」

を
考
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
共
に
、
自
分
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
何

か
お
役
に
た
て
る
こ
と
が
あ
る
の
か
な
ぁ
と
、
炎
天

下
で
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん
を
見
て
、
考
え
さ
せ
ら

れ
た
１
日
で
し
た
。　

斎
藤
よ
し
え
記
者

中
島
登
記
者

高校生のボランティアも頑張ってます高校生のボランティアも頑張ってます
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佐藤要記者

　

第
２
回
市
内
施
設
見
学
に
親
子
で

参
加
。
新
川
東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
、

東
消
防
署
、
北
名
古
屋
水
道
企
業

団
、
㈱
ロ
ピ
ア
の
順
で
訪
問
し
ま
し

た
。

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
と
水
道
企
業
団
の

見
学
で
、
私
た
ち
が
普
段
使
用
し
て

い
る
水
は
、
浄
水
場
で
安
心
し
て
飲

め
る
水
道
水
を
作
り
、
下
水
処
理
場

で
汚
水
を
き
れ
い
に
処
理
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
水
も
資
源
ご

み
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る

の
で
す
ね
。

　

消
防
署
で
は
、
初
め
て
は
し
ご
車

の
試
乗
を
体
験
し
ま
し
た
。
高
く
な

る
に
つ
れ
て
は
し
ご
が
揺
れ
、
怖
か
っ

た
で
す
。
最
高
30
ｍ
も
高
く
な
る
ん
で

す
よ
。
隊
員
の
服
や
装
備
品
も
見
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
全
部
合
わ
せ
る

と
30
㎏
も
あ
る
ん
で
す
っ
て
！

　

実
際
の
火
災
の
と
き
、
こ
ん
な
に

大
変
な
状
況
で
私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ

る
隊
員
の
皆
さ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
、
毎
日
厳
し
い
訓
練
を
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ピ
ア
の
工
場
で
は
お
菓
子
づ
く
り

を
見
学
し
ま
し
た
。
お
店
で
売
っ
て
い

る
も
の
で
し
か
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、
製
造
過
程
を
見
る
の
は
大
変

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

半
日
で
４
か
所
も
見
学
で
き
、
と

て
も
充
実
し
た
日
と
な
り
ま
し
た
。

レ
イ
ア
ウ
ト
／
金
森
俊
和

輝人輝人輝くあなたを応援します
きらっと

11

熊谷知紀 君熊谷知紀 君
（天神中学校３年生）（天神中学校３年生）

中心メンバーとしてＭＦ（ミッドフィールダー）で活躍しました。残念ながら予選リーグ1勝2敗で決
勝進出は果たせませんでした。
　熊谷君がサッカーを始めたのは、小学1年生の時。父親から「ゲーム機を買ってやるからサッカ
ーをやれ」と言われ、師勝サッカークラブに入り小学6年まで続けました。この間に、愛知県大会
で優勝し、その後父親が高校の時に入っていた愛知ＦＣユーススクールに通っています。
　将来の夢はプロになること。プロになって、皆のあこがれるような人気のある選手になりたいと
目を輝かせていました。家族の皆さんも「プロになるのは大変だと思うが、夢に向かってやれるだ
けがんばって！」と応援しています。
　学校の得意な科目は美術。特に風景画を描くのが好きだとか。「静」と「動」の顔を持ち、素敵な笑
顔で好感のもてる熊谷君。ぜひプロになる夢を叶えてほしいと思います。私もファンになりました。

　名古屋市を本拠地として活動するサッカークラブ『愛知フットボールクラブ
（愛知ＦＣ）』が、10年ぶりに福島県で行われた日本ユースサッカー選手権大
会に出場しました。熊谷知紀君はそのＵ－15（１５歳以下）の部で、愛知ＦＣの

消防署からのお知らせ
　火事など緊急の場合は、なるべく固定電
話でかけてください。慌てて切った場合で
も通話記録をたどって必ず出動します。

豊田恭子記者
親子でライフラインを

見学
親子でライフラインを

見学
親子でライフラインを

見学

回第 回
市内施設見学に参加して
第 回
市内施設見学に参加して

新川東部浄化センター新川東部浄化センター

かずきかずき
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も
え
の
丘　

青
空
市
場

　

取
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
等
を
販
売
し

ま
す
。
た
だ
し
、
商
品
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
2
日（
日
）午
前
８
時
30
分

〜
（
毎
月
第
１
日
曜
日
開
催
）

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

東
側

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

寿 

大 

学

　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
東
地
区
》

と　

き　

11
月
21
日（
金
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

市
民
ホ
ー
ル

内　

容

○
演　

芸　

芸
能
発
表
会

　

演
芸
者　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員

参
加
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

出
席
簿

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会

　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
西
地
区
》

と　

き　

11
月
2
日（
日
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館

内　

容　

文
化
祭
の
芸
能
発
表
会
の
観
覧

参
加
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

出
席
簿

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

袖そ
で
や
ま山

卓
也
氏
講
演
会

　

笑
う
こ
と
は
、
心
と
体
の
健
康
に
よ
い

影
響
を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
笑
い
」
を
福
祉
に
普
及
さ
せ
る

た
め
、
高
齢
者
施
設
の
開
設
支
援
や
講
演

活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
介
護
士
の

講
演
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
14
日（
日
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

小
ホ
ー
ル

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
福
祉
・
介

護
関
係
職
員
、
認
知
症
ケ
ア
に
関
心
の

あ
る
方

内　

容　

○
講　

演　
「
認
知
症
ケ
ア
の
〝
い
ま
〞
と

　
〝
こ
れ
か
ら
〞
に
つ
い
て
」

　

講　

師　

袖
山
卓
也
氏（
㈲
笑
う
介
護

士 

代
表
取
締
役
）

定　

員　

１
５
０
人（
先
着
順
）

申
込
み　

11
月
４
日（
火
）か
ら
電
話
で
福

祉
東
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

健
康
づ
く
り
講
演
会

　

お
子
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
と

ま
ど
っ
た
り
不
安
に
な
っ
た
り
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

か
か
り
つ
け
医
を
も
つ
な
ど
の
上
手
な

病
院
の
か
か
り
方
や
、
症
状
の
見
分
け
方

等
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
講
演
会
で

す
。

と　

き　

11
月
18
日（
火
）午
前
10
時
〜
11

時
と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

内　

容

○
講　

演　
「
小
児
救
急
医
療
の
現
状
〜

知
っ
て
お
き
た
い
子
ど
も
の
症
状
の
見

分
け
方
〜
」

　

講　

師　

有
吉
允
子
氏（
済
衆
館
病
院

小
児
科
医
）

定　

員　

40
人（
先
着
順
）

申
込
み　

11
月
4
日（
火
）か
ら
14
日（
金
）

ま
で
に
東
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

愛
知
県
福
祉
の

　
　
　
　

就
職
総
合
フ
ェ
ア

と　

き　

11
月
22
日（
土
）午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ　

県
産
業
貿
易
館
本
館（
名
古
屋

市
中
区
丸
の
内
３-

１-

６
）

内　

容　

就
職
説
明
会
、
職
場
説
明
会
、

福
祉
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人
愛
知
県
社
会
福

祉
協
議
会
愛
知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
２（
２
３
１
）３
２
２
４

「囲碁・将棋大会」
　　 参加者募集

　市文化協会が主催する囲碁・将棋大会の参加者を募集
します。

と　き　12月14日（日）午前９時～午後５時
ところ　総合体育館
対　象　市内在住・在勤の18歳以上の方
参加費　500円
申込み　12月５日（金）までに文化勤労会館
　　　　または東公民館へ。

と　き　12月７日（日）午前９時～午後５時
ところ　総合体育館
対　象　市内在住・在勤の18歳以上の方
参加費　1,000円
申込み　11月 28日（金）までに文化勤労会館または  
　　　　東公民館へ。

囲碁大会

将棋大会
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東
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
こ
ど
も
映
画
会

と　

き　

　

第
2
・
４
日
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜

◇
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

と　

き　

　

第
3
日
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜

◇
紙
芝
居
会

と　

き　

　

第
1
土
曜
日
午
後
2
時
〜

◇
お
話
会

と　

き　

　

第
3
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

東
図
書
館

　

西
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

と　

き　

　

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
〜

◇
お
は
な
し
会

と　

き　

　

毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

西
図
書
館

　

国
登
録
有
形
文
化
財

　
「
旧
加
藤
家
住
宅
」
特
別
公
開

と　

き　

11
月
１
日（
土
）
〜
３
日（
月
）、

９
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
4
時

と
こ
ろ　

旧
加
藤
家
住
宅

呈
茶
会

　

茶
道
ク
ラ
ブ
に
よ
る
呈
茶
会
を
開
催
し

ま
す
。

と　

き　

11
月
９
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
３
時（
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

呈
茶
券　

３
０
０
円

問
合
せ　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

青
少
年
非
行
防
止
講
演
会

　

本
市
と
豊
山
町
の
保
護
司
会
で
は
、
共

同
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
に
、
家
庭
、
学
校
、
地

域
等
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
性

や
現
在
の
実
情
を
理
解
し
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
諸
問
題
に
直
接
係
わ
る
講

師
の
講
演
を
、
ぜ
ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

来
場
者
に
は
、
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

と　

き　

11
月
15
日（
土
）午
後
１
時
〜
４

時

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

大
ホ
ー
ル

内　

容　

○
講　

演　
「
し
て
良
い
こ
と
と
、
悪
い

こ
と
」
〜
少
年
鑑
別
所
で
の
経
験
か
ら 

〜

　

講　

師　

櫛
田
透
氏（
名
古
屋
少
年
鑑

別
所
所
長
）

○
講　

演　
「
青
少
年
の
薬
物
問
題
」

　

講　

師　

柴
真
也
氏（
名
古
屋
ダ
ル
ク

代
表
）

○
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
表
彰
式

○
北
名
古
屋
吹
奏
楽
団
、
西
春
少
年
少
女

合
唱
団
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

○
薬
物
乱
用
防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
配
置

問
合
せ　

福
祉
東
グ
ル
ー
プ

11
月の

休館日：11月4日（火）・10日（月）
　　　　　 ・17日（月）・25日（火）
　　　　　 

　図書館で不用になった本や雑誌
を無料で差し上げます。

と　き　12月７日（日）午前９時～午後３時
ところ　東図書館　会議室
内　容　１人５冊まで。なお、５冊以上のセット本  
　　　　は１セットを５冊とします。
※ご家庭で不用になった本を引き取ります。ご協力
　いただける方は、東図書館へお持ちください。た
　だし、雑誌や百科事典、参考書はご遠慮ください。
問合せ　東図書館

と　き　11月15日（土）午前10時～午後４時
ところ　文化勤労会館　会議室
内　容　１人10冊まで。雑誌は５冊までとします。
※ご家庭で不用になった本を引き取ります。ご協力
　いただける方は、11月11日（火）・12日（水）に
　西図書館へお持ちください。ただし、雑誌や百科
　事典、参考書はご遠慮ください。
問合せ　西図書館

図書館リサイクルフェア図書館リサイクルフェア

東 図 書 館

図 書 館西
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小
・
中
学
生

　
　
　
　

総
合
体
育
館
無
料
開
放

◇
ア
リ
ー
ナ

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正

午
。
た
だ
し
、
１
日
、
８
日
、
15
日
は

除
く
。

※
人
数
が
多
い
場
合
は
、
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◇
卓
球
室（
市
民
ホ
ー
ル
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正

午
。
た
だ
し
、
１
日
、
８
日
、
15
日
は

除
く
。

◇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

※
保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内
用
の
靴
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　

西
春
駅
前
楽
市

　

西
春
駅
前
商
店
街
協
同
組
合
で
は
、
毎

年
恒
例
の
「
駅
前
楽
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

餅
つ
き
大
会
、
大
福
引
き
会
な
ど
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
雨
天
の
場

合
は
、
大
福
引
き
会
の
み
行
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
23
日（
日
）午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

西
春
駅
前
商
店
街

問
合
せ　

村
瀬
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
☎（
21
）

０
３
２
１

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

Ｂ
ａ
ｎ 

Ｂ
ａ
ｎ
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

行
い
ま
す
。
福
祉
団
体
の
出
店
も
あ
り
ま

す
。

と　

き　

11
月
9
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
2
時

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

ア
リ
ー
ナ

問
合
せ　

環
境
グ
ル
ー
プ

※
出
店
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

名
古
屋
芸
術
大
学
演
奏
会

　

第
31
回
定
期
演
奏
会

と　

き　

11
月
13
日（
木
）午
後
６
時
〜

と
こ
ろ　

し
ら
か
わ
ホ
ー
ル（
名
古
屋
市

中
区
栄
２-

９-

15
）

内　

容　

声
楽
に
よ
る
独
唱
、
ピ
ア
ノ
、

弦
・
管
楽
器
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る

独
奏

入
場
整
理
券　

11
月
1
日（
土
）か
ら
生
涯

学
習
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）、
文
化
勤
労

会
館
、
東
公
民
館
で
１
人
２
枚
ま
で
配

布
し
ま
す
。

配
布
枚
数　

１
０
０
枚（
先
着
順
）

問
合
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　

〜
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
の
夕
べ
〜

と　

き　

12
月
４
日（
木
）午
後
６
時
30
分

〜
と
こ
ろ　

し
ら
か
わ
ホ
ー
ル（
名
古
屋
市

中
区
栄
２-

９-

15
）

内　

容　

○
指
揮
者　

古
谷
誠
一
氏

○
管
弦
楽　

名
古
屋
芸
術
大
学
オ
ー
ケ
ス

　

ト
ラ

入
場
整
理
券　

11
月
14
日（
金
）か
ら
生
涯

学
習
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）、
文
化
勤
労

会
館
、
東
公
民
館
で
１
人
２
枚
ま
で
配

布
し
ま
す
。

配
布
枚
数　

１
５
０
枚（
先
着
順
）

問
合
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　　

第
27
回
室
内
楽
の
夕
べ

と　

き　

12
月
９
日（
火
）、
10
日（
水
）午

後
６
時
〜

と
こ
ろ　

熱
田
文
化
小
劇
場（
名
古
屋
市

熱
田
区
神
宮
３-

１-

15
）

内　

容　

弦
・
管
・
打
楽
器
に
よ
る
ア
ン

サ
ン
ブ
ル

入
場
整
理
券　

11
月
14
日（
金
）か
ら
生
涯

学
習
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）、
文
化
勤
労

会
館
、
東
公
民
館
で
１
人
２
枚
ま
で
配

布
し
ま
す
。

配
布
枚
数　

両
日
共
通
券
１
２
０
枚（
先

着
順
）

問
合
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

電
子
楽
器
コ
ー
ス
演
奏
会

と　

き　

12
月
11
日（
木
）午
後
６
時
30
分

〜
と
こ
ろ　

熱
田
文
化
小
劇
場（
名
古
屋
市

熱
田
区
神
宮
３-

１-

15
）

入
場
整
理
券　

11
月
21
日（
金
）か
ら
生
涯

学
習
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）、
文
化
勤
労

会
館
、
東
公
民
館
で
１
人
２
枚
ま
で
配

布
し
ま
す
。

配
布
枚
数　

90
枚（
先
着
順
）

問
合
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

ザ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
21

と　

き　

12
月
16
日（
火
）午
後
６
時
30
分

〜
と
こ
ろ　

し
ら
か
わ
ホ
ー
ル（
名
古
屋
市

中
区
栄
２-

９-

15
）

内　

容　

○
指
揮
者　

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ャ
レ
ッ

　

ト
氏

○
管
弦
楽　

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団

配
布
枚
数　

10
枚（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。抽
選
の
結
果
は
、

返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

申
込
み　

往
復
は
が
き
の
往
信
面
に
①

「
ザ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
21
希
望
」
②
郵

便
番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
電
話
番
号

を
記
入
し
、
11
月
20
日（
木
）ま
で
に

「
〒
４
８
１-

８
５
０
１
生
涯
学
習
グ

ル
ー
プ
宛
」
へ
。

※
応
募
は
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
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生
涯
学
習
講
座

　

平
成
20
年
度
の
生
涯
学
習
講
座
の
参
加

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

ア
ン
コ
ー
ル
企
画

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
・
ケ
ー
キ
づ
く
り
講
座

　

ク
リ
ス
マ
ス
や
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・・・
こ

れ
か
ら
の
季
節
に
ち
な
ん
だ
、
あ
な
た
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
パ
ン
や
ケ
ー
キ
の
作

り
方
が
学
べ
ま
す
。
な
お
、こ
の
講
座
は
、

本
年
度
２
度
目
の
開
講
と
な
る
た
め
、
現

在
受
講
さ
れ
て
い
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
。

と　

き　

12
月
17
日（
水
）、
平
成
21
年
１

月
15
日（
木
）・
29
日（
木
）午
前
10
時
〜

正
午（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

ク
ッ
キ
ン
グ
ル

　

ー
ム

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

内　

容　

○
第
1
回（
12
月
17
日
）　
「
飾
っ
て
も
か

わ
い
い
！
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ン
」

○
第
2
回（
１
月
15
日
）　
「
か
ん
た
ん
！

お
い
し
い
！
抹
茶
も
ち
ケ
ー
キ
と
い
ち

ご
大
福
」

○
第
3
回（
１
月
29
日
）　
「
大
好
き
な
人

へ
！
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
」

定　

員　

25
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、

11
月
中
に
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
）

参
加
費　

２
４
０
０
円（
受
講
料
９
０
０

円
・
材
料
費
１
５
０
０
円
）

講　

師　

古
川
あ
き
氏（

Ｈohoem
i-pan

　

代
表
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

申
込
み　

往
復
は
が
き
の
往
信
面
に
①
講

座
名
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
年

齢
⑥
勤
務
先（
在
勤
者
の
み
）⑦
電
話
番

号
を
記
入
し
、
11
月
14
日（
金
）ま
で
に

「
〒
４
８
１-

８
５
０
１
生
涯
学
習
グ

ル
ー
プ
宛
」へ（
当
日
消
印
ま
で
有
効
）。

　

描
い
て
楽
し
い
！
年
賀
状
講
座

　

黒
と
白
の
バ
ラ
ン
ス
で
創
作
文
字
を
楽

し
む
書
道
「
遊
字
ア
ー
ト
」。
こ
の
遊
字

を
使
っ
て
、
あ
な
た
だ
け
の
年
賀
状
を
描

い
て
み
ま
せ
ん
か
。
書
道
の
経
験
が
な
い

方
で
も
、簡
単
に
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　

き　

12
月
５
日（
金
）・
12
日（
金
）・

19
日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

東
公
民
館

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

内　

容　

写
真
の
よ
う
な
、
あ
な
た
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
字（
遊
字
）で
年
賀
状

を
作
り
ま
す
。

定　

員　

24
人（
先
着
順
）

参
加
費　

１
５
０
０
円（
受
講
料
９
０
０

円
・
材
料
費
６
０
０
円
）

講　

師　

吉
田
美
穂
氏（
遊
字
ア
ー
ト
作

家
）

持
ち
物　

書
道
用
具（
硯
、
墨
汁
、
小
筆
）

申
込
み　

11
月
4
日（
火
）か
ら
電
話
で
東

公
民
館
へ
。

　

遺
言
書
を
書
こ
う
！
講
座

　

あ
な
た
の
財
産
を
、
大
切
な
人
へ
相
続

す
る
た
め
の
遺
言
書
を
書
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
遺
産
相
続
や
生
前
贈
与
な
ど
の
相
続

の
し
く
み
を
学
び
、
あ
な
た
に
と
っ
て
有

効
と
な
る
正
し
い
遺
言
書
の
書
き
方
を
勉

強
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

平
成
21
年
１
月
７
日（
水
）・
14

日（
水
）・
21
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

内　

容　

○
第
1
回（
１
月
７
日
）「
遺
産
相
続
と
は
」

○
第
2
回（
１
月
14
日
）「
生
前
贈
与
と
は
」

○
第
3
回（
１
月
21
日
）「
遺
言
書
を
書
い

　

て
み
よ
う
」

定　

員　

30
人（
先
着
順
）

参
加
費　

９
０
０
円（
受
講
料
）

講　

師　

松
田
弘
一
氏（
司
法
書
士
）

申
込
み　

11
月
４
日（
火
）か
ら
電
話
で
文

化
勤
労
会
館
へ
。

　
「
子
ど
も
に
語
ろ
う
」

　
　
　

尾
張
地
区
推
進
大
会

　
「
子
ど
も
に
語
ろ
う
」
推
進
事
業
の
一

環
で
、「
家
庭
教
育
を
考
え
る
学
習
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
師
勝
小
学
校
区
が
家
庭

教
育
に
関
す
る
実
践
発
表
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
29
日（
土
）午
後
０
時
50
分

〜
4
時
20
分

と
こ
ろ　

尾
張
旭
市
文
化
会
館

内　

容　
「
家
庭
教
育
を
考
え
る
学
習
会
」

と
童
話
作
家
「
お
じ
ん
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
鬼
頭
隆
氏
の
講
演
会

対　

象　

小
中
学
生
の
保
護
者
、
家
庭
教

育
推
進
者
、
子
育
て
に
関
心
を
も
つ
青

少
年
等

問
合
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

正
月
盆
栽
教
室

と　

き　

12
月
６
日（
土
）午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ　

東
公
民
館　

視
聴
覚
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

内　

容　

松
竹
梅
作
り（
丸
型
か
角
型
・

12
号
鉢
）

定　

員　

20
人（
先
着
順
）

参
加
費　

３
５
０
０
円（
材
料
費
）

講　

師　

青
山
延
子
氏（
東
盆
栽
ク
ラ
ブ
）

申
込
み　

11
月
20
日（
木
）ま
で
に
近
藤
順

治
☎（
23
）０
６
２
３
へ
。

遊字アート
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介
護
教
室

　
　

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　

認
知
症
の
症
状
や
認
知
症
高
齢
者
の
生

活
に
対
す
る
基
本
的
理
解
を
深
め
ま
す
。

と　

き　

11
月
13
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

研
修
室

内　

容　
「
認
知
症
高
齢
者
の
理
解
と
対

応
」

定　

員　

30
人（
先
着
順
）

申
込
み　

11
月
４
日（
火
）か
ら
電
話
で
福

祉
東
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員

　
　
　
　
　

養
成
講
習
会

と　

き　

11
月
下
旬
か
ら
平
成
21
年
3
月

ま
で
の
間
に
７
日
間（
延
べ
20
時
間
）

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム
お
よ
び
東
・
西
保

健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
で
、
平
成
21
年
度
か

ら
食
生
活
改
善
推
進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）と
し
て
、
食
生
活
の
改
善
お
よ
び
食

育
推
進
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る
方

定　

員　

20
人（
先
着
順
）

参
加
費　

１
４
０
０
円（
実
習
材
料
費
等
）

申
込
み　

11
月
4
日（
火
）か
ら
21
日（
金
）

ま
で
に
東
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

福
祉
関
係
就
職
希
望
者

　
　
　
　
　

支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

福
祉
分
野
の
現
状
と
社
会
福
祉
施
設
の

実
態
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
就
職
に
関

す
る
知
識
や
情
報
を
習
得
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
22
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

後
0
時
30
分

と
こ
ろ　

県
社
会
福
祉
会
館（
名
古
屋
市

中
区
丸
の
内
２-

４-

７
）

対　

象　

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
、

　

福
祉
職
場
へ
再
就
職
を
希
望
す
る
方
等

定　

員　

１
５
０
人（
先
着
順
）

申
込
み　

11
月
14
日（
金
）ま
で
に
社
会
福

祉
法
人
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
愛

知
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
２

（
２
３
１
）３
２
２
４
へ
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　

推
進
セ
ミ
ナ
ー

　

県
で
は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）の
重
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
12
日（
水
）、
26
日（
水
）午

後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア（
名

古
屋
市
中
村
区
名
駅
４-

7-

1
）

内　

容　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

事
例
発
表

定　

員　

各
80
人（
先
着
順
）

申
込
み　

県
産
業
労
働
部
労
働
福
祉
課
☎

０
５
２（
９
５
４
）６
３
６
０

　

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

　

総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で

は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
お

よ
び
体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導（
予
約
制
）

と　

き　

11
月
14
日（
金
）・
22
日（
土
） 

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
、
9
日（
日
）午

後
１
時
〜
５
時
、4
日（
火
）・
19
日（
水
）

午
後
５
時
〜
９
時

○
体
力
測
定（
予
約
制
）

と　

き　

11
月
27
日（
木
）午
後
5
時
〜
9

時（
１
人
に
つ
き
40
分
間
）

※
１
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、小
人（
中

学
生
）１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
定
期
券

（
大
人
１
か
月
３
５
０
０
円
、
３
か
月

９
０
０
０
円
）も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　

健
康
ド
ー
ム
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
回
で

も
参
加
で
き
ま
す
。ま
た
、当
日
は
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
利
用
で
き
ま
す
。

○
お
手
軽
ボ
ー
ル
運
動
教
室

と　

き　

11
月
11
日（
火
）、
18
日（
火
）午

後
２
時
〜
３
時

定　

員　

20
人

○
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

と　

き　

11
月
６
日（
木
）、
20
日（
木
）、

12
月
４
日（
木
）午
後
２
時
〜
３
時

定　

員　

30
人

※
１
回
に
つ
き
５
０
０
円
の
参
加
費
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
事
前
に
自
分
の
健
康

度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
元
気
測
定
「
か
ん

た
ん
コ
ー
ス
」を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み　

開
催
日
の
１
か
月
前
か
ら
健
康

ド
ー
ム
元
気
測
定
室
☎（
23
）７
０
０
６

へ
。

※
申
込
み
は
、
ご
本
人
に
限
り
ま
す
。

　

上
級
救
命
講
習

　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
で

は
、「
も
し
も
」
の
と
き
に
役
立
つ
応
急

手
当
の
方
法
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）の
取
り
扱
い
等
の
救
命
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
30
日（
日
）午
前
９
時
30
分

〜
午
後
６
時
30
分

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム

対　

象　

北
名
古
屋
市
、
清
須
市
、
豊
山

町
、
春
日
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

定　

員　

30
人
程
度（
先
着
順
）

申
込
み　

講
習
日
の
１
か
月
前
か
ら
西
春

日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
課

で
受
け
付
け
ま
す
。

　

☎（
22
）４
９
５
４
（
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

☎（
22
）２
５
１
１
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
お
よ
び
右
記
以
外
の
時
間
）

※
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
終
了
証
を

交
付
し
ま
す
。
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市
職
員（
回
想
法
専
門
員
）募
集

　

回
想
法
事
業
を
専
門
に
行
う
職
員（
事

務
職
）を
募
集
し
ま
す
。

職　

種　

事
務
職

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格　

次
の
2
つ
の
資
格
を
満
た
す

方
○
回
想
法
事
業
に
従
事
し
た
経
験
が
２
年

以
上
あ
る
方

○
社
会
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
ま
た

は
作
業
療
法
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
の

あ
る
方

選
考
方
法　

○
第
１
次　

自
己
Ｐ
Ｒ
書（
申
込
み
時
に

提
出
）

○
第
２
次　

口
述
試
験（
面
接
）、
適
性
試

験
提
出
書
類

○
履
歴
書（
市
販
の
も
の
）

○
卒
業
証
明
書

○
回
想
法
を
通
じ
て
得
た
実
績
、
成
果
等

を
ま
と
め
た
自
己
Ｐ
Ｒ
書
。
Ａ
４
サ
イ

ズ（
様
式
・
枚
数
は
自
由
）の
用
紙
に
、

２
０
０
０
字
以
上
２
５
０
０
字
以
内
で

記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

11
月
21
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

に
、
提
出
書
類
を
人
事
・
秘
書
グ
ル
ー

プ（
西
庁
舎
）へ
。
郵
送
で
の
申
込
み
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

　

臨
時
職
員
募
集

　

総
合
体
育
館

職　

種　

一
般
事
務
員

募
集
人
員　

２
人

応
募
資
格　

お
お
む
ね
60
歳
ま
で
の
健
康

な
女
性
の
方
で
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
の
操

作
が
で
き
る
方

勤
務
内
容　

受
付
業
務

勤
務
日　

週
３
日
程
度

勤
務
時
間　

午
後
5
時
〜
9
時
30
分

給　

与　

時
給
９
５
０
円

申
込
み　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
添
え

て
、ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

県
障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

募
集
コ
ー
ス　

富
士
通
名
古
屋
パ
ソ
コ
ン

資
格
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

と　

き　

12
月
9
日（
火
）か
ら
平
成
21
年

1
月
22
日（
木
）ま
で
の
月
曜
日
か
ら
金

曜
日 

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
40

分
と
こ
ろ　

富
士
通
マ
イ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
名
古

屋
校（
名
古
屋
市
中
区
錦
１-

10-

1
マ

ル
カ
ン
酢
伏
見
ビ
ル
内
）

対　

象　

身
体
お
よ
び
精
神
等
の
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方

定　

員　

20
人（
面
接
で
選
考
し
ま
す
）

内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
応
用
ま

で
学
び
ま
す
。

申
込
み　

11
月
21
日（
金
）ま
で
に
、
名

古
屋
中
公
共
職
業
安
定
所
☎
０
５
２

（
５
８
２
）８
１
７
１
へ
。
な
お
、
受
講

に
は
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が
必
要
で

す
。

問
合
せ　

名
古
屋
中
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
５
２
（
５
８
２
）
８
１
７
１
ま
た

は
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
☎

０
５
３
３（
93
）２
１
０
２
へ
。

児童クラブ

申込み用紙配布
 と　き　12月9日（火）～11日（木）
　　　　 午後2時30分～6時30分
 ところ　市内各児童クラブ
申込み受付
 と　き　平成21年1月13日（火）～15日
　　　　（木）午後2時30分～6時30分
 ところ　市内各児童クラブ
 問合せ　児童グループまたは各児童クラブ

児童クラブ ところ 電　話

師勝児童クラブ

師勝東児童クラブ

師勝西児童クラブ

師勝南児童クラブ

師勝北児童クラブ

西春児童クラブ

鴨田児童クラブ

栗島児童クラブ

五条児童クラブ

白木児童クラブ

師勝小学校内

師勝東小学校内

師勝西小学校内

師勝南小学校内

師勝北小学校内

風と光こどもの国内

九之坪児童館内

宇福寺児童館内

五条小学校内

沖村児童館内

（21）1810

（23）6233

（23）6618

（22）2395

（22）7351

（22）1222

（22）9884

（24）1560

（24）5644

（25）1730

　平成21年度児童クラブの
申込みを受け付けます。
　児童クラブは、保護者が仕事や疾病などで、
昼間家庭での養育が困難な小学校1年生から3年
生までの児童を対象に、自主的な遊びや集団生
活の場を提供しています。

平成21
年度
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「
サ
ン
タ
が
家
に
や
っ
て
く
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　

希
望
者
募
集

　

西
春
町
・
師
勝
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、

部
員
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
な
っ
て
、
皆

さ
ん
の
家
へ
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

お
届
け
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
24
日（
水
）午
後
６
時
〜
８

時
対　

象　

市
内
在
住
の
保
育
園
・
幼
稚
園

児
を
持
つ
家
庭

定　

員　

50
組（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
）

応
募
期
間　

11
月
１
日（
土
）〜
25
日（
火
）

申
込
み　

所
定
の
用
紙（
西
春
町
商
工
会
、

師
勝
町
商
工
会
、
市
役
所
、
総
合
体
育

館
、
文
化
勤
労
会
館
に
あ
り
ま
す
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
西
春
町
商
工
会

☎（
25
）０
０
０
１
ま
た
は
師
勝
町
商
工

会
☎（
22
）５
４
１
１
へ
。フ
ァ
ク
ス（
西

春
町
商
工
会（
25
）１
８
２
２
、
師
勝
町

商
工
会（
25
）３
３
６
０
）で
も
受
け
付

け
ま
す
。

　

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　　

藤
岡
不
動
産（
有
）様
か
ら
天
神
中
学
校

に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ

キ
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

名
古
屋
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の

　
　
　
　
　
　

都
市
計
画
案
の
縦
覧

　

生
産
緑
地
地
区
指
定
の
都
市
計
画
案
を

縦
覧
し
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
案
に
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
満
了
日
ま
で
に
市
長
に
対
し
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

種
類
お
よ
び
名
称　

名
古
屋
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区
の
変
更

縦
覧
期
間　

11
月
４
日（
火
）〜
18
日（
火
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　

都
市
整
備
グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
）

問
合
せ　

都
市
整
備
グ
ル
ー
プ

　

新
川
流
域
下
水
道

　
　
　
　

都
市
計
画
案
の
縦
覧

　

県
は
、
新
川
東
部
流
域
下
水
道
お
よ
び

新
川
西
部
流
域
下
水
道
を
一
つ
の
新
川
流

域
下
水
道
と
し
て
都
市
計
画
の
変
更
を
行

う
た
め
、
そ
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。

　

な
お
、
本
市
の
住
民
お
よ
び
利
害
関
係

人
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
県
に

対
し
、
当
該
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

種
類
お
よ
び
名
称　

名
古
屋
都
市
計
画
下

水
道 

新
川
流
域
下
水
道

縦
覧
期
間　

11
月
11
日（
火
）〜
25
日（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
曜
日

お
よ
び
祝
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　

下
水
道
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）、

　

県
建
設
部
下
水
道
課

問
合
せ　

下
水
道
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
県
建

　

設
部
下
水
道
課
☎
０
５
２（
９
５
４
）６

　

５
３
５
へ
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

　
　
　

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　

後
期
高
齢
者
医
療（
長
寿
医
療
）の
保
険

料
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
北

名
古
屋
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
・
自
動

払
込
利
用
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
口
座
か

ら
自
動
的
に
保
険
料
が
引
き
落
と
し
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
市
税
等
で
口
座
振
替
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
、
新
た
に
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
の
備
付
お
よ
び
提
出
場
所

　

市
内
の
金
融
機
関
お
よ
び
市
役
所

問
合
せ　

市
民（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ

　

11
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
６
期

○
十
五
ケ
用
水
賦
課
金　
　
　
　

全　

期

　
　
　

納
期
は
、
12
月
1
日
ま
で
で
す
。

　

保
育
料
の
振
替（
11
月
分
）

　

保
育
料
の
振
替
が
で
き
る
よ
う
、
預
貯

金
額
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
替
日　

11
月
６
日（
木
）

問
合
せ　

児
童
グ
ル
ー
プ

木造住宅耐震改修相談

　市が実施する木造住宅の無料耐震診断を受
け、倒壊の可能性があると診断された住宅を
対象に耐震改修費の一部を補助します。
補助対象　総合判定が1.0 未満と判定された 
　　　　　木造住宅を総合判定1.0 以上かつ
　　　　　0.3 を加算した数値以上の耐震改
　　　　　修工事
補助金額　60万円（工事費が60万円未満の
　　　　　場合は当該工事費）
募集数　10棟（先着順）
申込み　指定の用紙（施設管理グループにあり
　　　　ます）に必要事項を記入して施設管理
　　　　グループ（西庁舎）へ。

　市が実施する木造住宅の無料耐震診断を受
けた方を対象に、地元の建築士が、耐震改修
の相談に応じます。
と　き　11月18日（火）午後１時～４時
ところ　市役所西庁舎　第３会議室
相談員　（社）愛知建築士会名古
　　　　屋西支部会員の建築士
定　員　６人（先着順）
申込み　施設管理グループ（西庁舎）

耐震改修費補助
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税
の
無
料
相
談

　

師
勝
町
商
工
会
で
は
、
青
色
事
業
所
得

者
を
対
象
に
、
記
帳
指
導
、
消
費
税
相
談
、

年
末
調
整
指
導
を
行
い
ま
す
。

○
記
帳
指
導

と　

き　

12
月
２
日（
火
）午
前
10
時
〜
午

後
４
時

○
消
費
税
相
談

と　

き　

12
月
10
日（
水
）午
前
10
時
〜
午

後
４
時

○
年
末
調
整
指
導

と　

き　

12
月
18
日（
木
）午
前
10
時
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ　

師
勝
町
商
工
会
館

申
込
み　

開
催
日
の
１
か
月
前
か
ら
電
話

　

で
師
勝
町
商
工
会
☎（
22
）５
４
１
１
へ
。

　

個
人
事
業
税　

第
２
期
分

　

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
期
限
は
、

12
月
１
日（
月
）で
す
。

　

11
月
中
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄

り
の
金
融
機
関
ま
た
は
名
古
屋
北
部
県
税

事
務
所
の
収
納
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、P

ay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対

応
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
ま
た
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
納
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
領
収
証
書
は
発
行
さ

れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

名
古
屋
北
部
県
税
事
務
所
☎
０

　

５
２（
５
３
１
）６
３
０
４

　

青
色
決
算
・

　
　
　

年
末
調
整
説
明
会

　

名
古
屋
西
税
務
署
で
は
、
平
成
20
年
分

の
青
色
決
算
お
よ
び
年
末
調
整
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
年
末
調
整
」
は
、
給
与
所
得
者
の
毎

月
の
給
与
や
賞
与
等
の
支
払
い
の
際
に
源

泉
徴
収
し
た
税
額
と
、
そ
の
年
の
給
与
の

総
額
に
つ
い
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

年
税
額
と
を
比
べ
て
、
そ
の
過
不
足
額
を

精
算
す
る
も
の
で
す
。

〇
青
色
決
算（
個
人
）説
明
会

と　

き　

11
月
19
日（
水
）午
前
10
時
〜
正

午
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

持
ち
物　

事
前
に
郵
送
さ
れ
た
説
明
資
料

〇
年
末
調
整（
法
人
）説
明
会

と　

き　

11
月
19
日（
水
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

持
ち
物　

事
前
に
郵
送
さ
れ
た
説
明
資
料

※
関
係
用
紙
類
が
不
足
す
る
場
合
は
、
説

明
会
場
ま
た
は
税
務
署
で
お
渡
し
し
ま

す
。

問
合
せ　

名
古
屋
西
税
務
署
☎
０
５
２

（
５
２
１
）８
２
５
１

※
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号
「
２
」
を
選
択
す
る
と
税
務

署
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
者
の
融
資
制
度

　

中
小
企
業
者
の
経
営
の
維
持
・
安
定
を

支
援
す
る
た
め
、
次
の
融
資
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
融
資
制
度
を
利
用
さ
れ
た
方
で
条

件
を
満
た
す
方
は
、
信
用
保
証
料
の
補
助

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
商
工
業
振
興
資
金（
通
常
資
金
）

限
度
額　

４
０
０
０
万
円
以
内

○
商
工
業
振
興
資
金（
小
規
模
企
業
資
金
）

限
度
額　

１
２
５
０
万
円
以
内（
県
信
用

保
証
協
会
の
保
証
付
き
融
資
残
高
と
の

合
計
で
１
２
５
０
万
円
以
内
）

○
小
口
事
業
資
金

限
度
額　

３
０
０
万
円
以
内（
県
信
用
保

証
協
会
の
保
証
付
き
融
資
残
高
と
の
合

計
で
１
２
５
０
万
円
以
内
）

問
合
せ　

産
業
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）

　

愛
知
労
働
局

　
　
　
　

相
談
コ
ー
ナ
ー

　

解
雇
や
賃
下
げ
、
い
じ
め
等
の
労
使
間

の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
は
、
愛
知
労

働
局
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
あ
ら
ゆ
る
労
働
相
談
に

専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

問
合
せ　

栄
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
☎

０
５
２（
２
６
３
）３
８
０
１
ま
た
は
名

駅
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
☎
０
５
２

（
５
６
１
）５
６
０
１
へ
。

　

市
男
女
共
同
参
画
相
談

　
「
北
名
古
屋
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
す
る
市
の
施
策
へ
の
意
見
や
、
男
女

共
同
参
画
を
阻
害
す
る
権
利
侵
害
に
関
し

て
の
相
談
の
申
出
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
権
利
侵
害
に
つ
い
て
、
男
女
共

同
参
画
相
談
委
員
が
相
談
お
よ
び
処
理
、

助
言
に
あ
た
り
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

相
談
委
員

　

ガ
ラ
カ
ー
知
穂（
弁
護
士
）

　

三
枝
優（
大
学
教
授
）

問
合
せ　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

強
化
週
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場

等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
情
勢
を

め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
17
日（
月
）
〜
23
日（
日
）

○
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

○
土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

連
絡
先　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎

　

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

問
合
せ　

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部
☎

　

０
５
２（
９
５
２
）８
１
１
１
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11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」

　
「
介
護
の
日
」
と
は
、
介
護
に
つ
い
て

の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
介
護
従
事
者
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
お
よ
び
介
護
を

行
っ
て
い
る
家
族
等
を
支
援
し
、
こ
れ
ら

の
方
た
ち
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
に
お
け

る
支
え
合
い
や
交
流
を
促
進
す
る
た
め
に

設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

介
護
に
つ
い
て
家
庭
で
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

県
多
重
債
務
者
相
談

　

サ
ラ
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
の
借

入
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
相
談
員
が
電
話
や
面
談
に
よ

る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
16
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ（
名
古

屋
市
中
区
三
の
丸
３-

１-

２
自
治
セ
ン

タ
ー
１
階
）ま
た
は
尾
張
県
民
生
活
プ

ラ
ザ（
一
宮
市
本
町
４-

３-

１
ル
ボ
・

テ
ン
サ
ン
ビ
ル
４
階
）

問
合
せ　

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
☎
０
５

　

２（
９
６
２
）５
１
０
０
ま
た
は
尾
張
県

　

民
生
活
プ
ラ
ザ
☎
０
５
８
６（
71
）５
９

　

０
０
へ
。

携
帯
電
話
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

携
帯
電
話
に
は
、
レ
ア
メ
タ
ル
と
呼
ば

れ
る
希
少
金
属
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

レ
ア
メ
タ
ル
は
、
ハ
イ
テ
ク
製
品
に
は
必

要
不
可
欠
で
、
近
年
世
界
的
に
需
要
が
高

ま
り
入
手
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
環
境
的
側
面
か
ら
も
リ
サ
イ
ク
ル

の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

不
要
に
な
っ
た
携
帯
電
話
は
、
不
燃
ご

み
に
出
さ
ず
、
携
帯
電
話
販
売
店
等
に
引

き
取
っ
て
も
ら
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
グ
ル
ー
プ

　

野
焼
き
の
苦
情
が

　
　
　
　
　
　

増
え
て
い
ま
す

　

野
焼
き
に
よ
る
煙
で
、
洗
濯
物
に
臭
い

が
付
く
な
ど
の
苦
情
が
非
常
に
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

屋
外
で
の
焼
却
行
為
は
、
法
律
に
よ
り

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
作

業
に
伴
う
農
地
で
の
焼
却
や
家
庭
で
の
た

き
火
程
度
の
軽
微
な
焼
却
は
除
外
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
周
辺
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
煙
等
で
周

辺
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
つ

い
て
も
条
例
に
よ
り
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
を
行
う
場
合
は
、
周
囲
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
グ
ル
ー
プ

文化勤労会館
　◇大ホール　平成２１年6月分
　◇大ホール以外　平成２１年2月分
　◇展示室・エントランスホール　平成２１年3月分
　と　き　12月2日（火）午前8時50分～
　　　　　受付 ： 午前8時35分～
　ところ　文化勤労会館 エントランスホール

   体育 ・ 学校施設〈１2月分〉

◇二子テニスコート
　　と　き　11月15日（土）午前8時40分～
　　　　　　受付 ： 午前8時30分～
　　ところ　総合体育館 市民ホール

◇市民グラウンド ・ 中学校グラウンド夜間照明
　　　　　（訓原  ・ 白木 ・ 天神中学校）

　　 と　き　11月8日（土）午前８時４0分～
　　 　　　　受付 ： 午前８時３０分～
　　 ところ　総合体育館 大 ・ 小会議室

◇学校施設（体育館 ・ テニスコート）
　　と　き　11月8日（土）午前９時４0分～
　　　　　　受付 ： 午前９時３０分～
　　ところ　総合体育館 大 ・ 小会議室

東公民館〈2月分〉
　と　き　１2月2日（火）午前9時～
　　　　　受付 ： 午前8時50分～
　ところ　東公民館 視聴覚室 ※師勝中学校は耐震工事のため、平成22年

　12月まで使用できません。
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国
民
年
金
保
険
料
の
控
除

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
年
末
調
整
や
確
定
申
告
す
る
場
合

は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
ま
た
は
領
収
書
の
添
付
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
1
年
間
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

（
は
が
き
）が
、
11
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
証
明
書
は
、
本
年

１
月
か
ら
10
月
１
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が

見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

　

ま
た
、
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
等
、
10
月
２
日
以
降
に
本
年

初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
は
、
翌
年

２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
申
告
の
際
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

名
古
屋
西
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
５
２（
５
２
４
）６
８
３
２

　

テ
レ
ビ
の
大
切
な
お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
7
月
24
日
ま
で
に
、
今
ま
で

の
テ
レ
ビ
放
送（
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）は

終
了
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
、
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
を
お
使
い
の
方
は
、
そ
の
ま
ま
で

は
テ
レ
ビ
放
送（
デ
ジ
タ
ル
放
送
）を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。　

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
に

は
、
①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ

レ
ビ
に
買
い
換
え
る 

②
地
上
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す 

③
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
対
応
済
み
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
視
聴
す
る
等
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
①

と
②
は
、Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
地
上
ア

ナ
ロ
グ
放
送
と
同
じ
平
成
23
年
7
月
24
日

ま
で
に
終
了
し
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ

　

ー
☎
０
５
７
０（
07
）０
１
０
１

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
12
日
〜
25
日

　

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴
力「
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）」  

で

お
悩
み
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

女
性
悩
み
ご
と
電
話
相
談

○
愛
知
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
9
時
〜

午
後
9
時

連
絡
先　

☎
０
５
２（
９
１
３
）３
３
０
０

○
ウ
ィ
ル
あ
い
ち

と　

き　

火
曜
日
〜
日
曜
日
午
前
9
時
〜

正
午
、
午
後
0
時
45
分
〜
4
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

連
絡
先　

☎
０
５
２（
９
６
２
）２
６
１
４

Ｄ
Ｖ
専
門
電
話
相
談

と　

き　

第
１
週
は
水
曜
日
、
そ
の
他
の

週
は
土
曜
日 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

連
絡
先　

☎
０
５
２（
９
６
２
）２
５
６
８

　

　救急車の出動件数が急増し、
現場に到着するまでの平均時間
が徐々に遅れてきています。定
期的な通院やタクシー代わりに
救急車を常用することはやめて
ください。
　緊急を要する方のために、皆
さんの正しいモラルで救急車の
適正な利用をお願いします。
　なお、受診可能な病院が分か
らない場合は、県救急医療情報
提供サービス☎052（263）113
3をご利用ください。
　お問い合わせは、西春日井広
域事務組合消防本部☎（22）251
1へ。

救急車の利用は
　　　　　適正に！
救急車の利用は
　　　　　適正に！
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子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番　

　

県
で
は
、専
門
の
家
庭
支
援
相
談
員
が
、

家
庭
で
の
悩
み
や
問
題
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

連
絡
先　

☎
０
５
２（
９
５
３
）４
１
５
２

　

児
童
虐
待
相
談

　
「
児
童
虐
待
で
は
」
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

連
絡
先　

児
童
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
県
中
央

児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
５

　

２（
９
６
１
）７
２
５
０

※
緊
急
の
場
合
は
、
市
役
所
☎（
22
）１
１

　

１
１（
夜
間
対
応
可
）へ
。

　

教
育
相
談

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
応
じ
ま
す
。

と　

き　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
９

　

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
け
ぼ

の
」（
高
田
寺
起
返
18
）

連
絡
先　

☎（
24
）４
１
５
２

　

い
じ
め
・
不
登
校
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

県
尾
張
教
育
事
務
所
☎
０
５
２

（
９
６
１
）０
９
０
０

　

子
育
て
相
談

　

保
育
士
が
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
電
話
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

☎（
22
）５
１
５
１

◇
面
接
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

☎（
26
）７
７
６
３

◇
発
達
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

☎（
26
）７
７
６
３

　

精
神
障
害
者
と

　
　
　

家
族
の
た
め
の
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
で
は
、
精
神
障
害
の

あ
る
方
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目

的
に
、
職
業
生
活
を
体
験
で
き
る
機
会
や

場
所
の
提
供
、
日
常
生
活
の
支
援
や
困
り

ご
と
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
☎（
25
）０
６

　

３
１

　

教
育
相
談
・
乳
幼
児
相
談
・

　
　
　
　
　
　
　
　

進
路
相
談

　
「
音
に
反
応
し
な
い
」「
名
前
を
呼
ん
で

も
振
り
向
か
な
い
」
な
ど
の
お
子
さ
ん
の

子
育
て
で
お
悩
み
の
保
護
者
は
、
県
立
一

宮
聾
学
校
の
乳
幼
児
教
育
相
談
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

聞
こ
え
と
こ
と
ば
は
３
歳
ま
で
に
そ
の

基
礎
が
確
立
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
聞
こ
え
に
よ
る
こ
と
ば
の
遅

れ
に
対
す
る
教
育
は
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ

ど
効
果
が
上
が
り
ま
す
。
少
し
で
も
お
子

さ
ん
の
聞
こ
え
や
こ
と
ば
に
不
安
を
抱
か

れ
た
ら
、た
め
ら
わ
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
教
育
相
談

悩
み
や
子
育
て
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
聞

こ
え
に
関
す
る
簡
単
な
検
査
を
行
い
ま

す
。

○
乳
幼
児
相
談

聞
こ
え
や
聞
こ
え
に
よ
る
こ
と
ば
に
障

害
の
あ
る
お
子
さ
ん
と
保
護
者
を
対
象

に
し
た
個
別
支
援
を
行
い
ま
す（
週
１

回
の
個
別
指
導
、
２
歳
児
は
週
１
回
の

集
団
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
）。

○
進
路
相
談

難
聴
の
お
子
さ
ん
の
進
路
相
談
を
随
時

行
い
ま
す
。

問
合
せ　

県
立
一
宮
聾
学
校
幼
稚
部
☎

０
５
８
６
（
45
）６
０
０
０
（
フ
ァ
ク
ス

０
５
８
６（
43
）４
４
６
２
）

　

た
ん
ぽ
ぽ
相
談

　
「
聞
く
、話
す
、読
む
、書
く
、計
算
す
る
」

な
ど
の
行
為
、ま
た
は「
不
注
意
、多
動
性
、

衝
動
性
、
対
人
関
係
」
な
ど
で
困
難
を
示

す
お
子
さ
ん
で
お
悩
み
の
保
護
者
は
、
県

立
一
宮
東
養
護
学
校
の
教
育
相
談（
た
ん

ぽ
ぽ
相
談
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
疑
問

や
不
安
、
悩
み
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

申
込
み　

県
立
一
宮
東
養
護
学
校
☎
０
５

　

８
６（
51
）５
３
１
１

育児への不安、いじめ、児童虐待など
気軽にご相談ください！

人身事故数は死亡事故数を含む。
西枇杷島警察署調べ。

市内の交通事故状況市内の交通事故状況
9月 本年累計

死亡事故
0件 3件
0人 3人

人身事故
40件 365件
49人 473人

物損事故 178件 1,627件
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相談名 と き ところ 相談員 問合せ

児童相談  随時 ８:30～ 17:00 東庁舎児童グループ 市の家庭相談員 児童グループ

女性相談
 11月6日（木） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

県の女性相談員 児童グループ
 11月17日（月）10:00～ 12:00 東庁舎市民相談室

母子家庭等就業相談
 11月20日（木） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

県の就業相談員 児童グループ
 11月20日（木） 13:30～ 15:30 東庁舎市民相談室

母子自立支援相談
 随時 10:00～ 16:00 東庁舎児童グループ

市の母子自立支援
員 児童グループ

 11月20日（木） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

心身障害者相談
 11月11日（火） 10:00～ 12:00 東庁舎市民相談室

身体障害者相談員 
知的障害者相談員

福祉（東・西）グループ 
※電話での相談可

 11月26日（水） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室

法律相談

 11月13日（木）・27日（木） 
 9:00～ 12:00

総合福祉センター 
もえの丘相談室

弁護士 社会福祉協議会本所 
※予約制 11月20日（木）・12月4日（木）

 9:00～ 12:00 西庁舎分館会議室

司法書士相談  11月18日（火） 13:00～ 16:00 総合福祉センター 
もえの丘相談室 司法書士 社会福祉協議会本所 

※予約制

心のケア相談  12月2日（火） 9:00～ 12:00 西庁舎分館相談室
全日本カウンセリ
ング協議会認定カ
ウンセラー

社会福祉協議会本所

ボランティア相談  11月19日（水） 13:30～ 15:30
総合福祉センターも
えの丘ボランティア
専用室

ボランティア活動
実践者、社会福祉
協議会職員

社会福祉協議会本所

心配ごと相談  11月11日（火） 9:00～ 12:00 西庁舎分館相談室 社会保険労務士等 社会福祉協議会本所
※電話での相談可

マンション相談  11月18日（火） 10:00～ 12:00 西庁舎分館相談室
マンション管理士、宅地
建物取引主任者、シニアラ
イフアドバイザー、測量士補

社会福祉協議会本所 
※予約制

不動産取引の悩みごと相談  11月20日（木） 13:00～ 16:00 西庁舎分館相談室 愛知県宅地建物
取引業協会 社会福祉協議会本所

消費生活相談  毎週水曜日 13:30～ 16:30 東庁舎市民相談室 消費生活専門相
談員

産業グループ
※電話での相談可

職業支援相談  随時 10:00～ 16:30 東庁舎職業支援室 職業支援相談員 産業グループ

国民年金相談
 毎週月・木曜日 9:00～ 12:00 東庁舎市民東グループ

年金相談員 市民（東・西）グループ 
※年金手帳持参

 毎週火・金曜日 9:00～ 12:00 西庁舎市民西グループ

広聴相談（行政一般）  随時 9:00～ 17:00 西庁舎内会議室等 市職員 企画・広報グループ 
※予約制

各種相談をご利用ください。詳しくは、各窓口へ。



成人保健事業
名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細

成 人 健 康 相
談・心の健康
相談

西保健センター

成人保健事業の予約・申込み・お問い合わせは西保健センター
（　24－1551）へ

13：30～15：30 持ち物：健康手帳
内　容：〔成人健康相談〕血圧測定、尿検査、 
　　　　栄養・健康相談
　　　〔心の健康相談〕不安・イライラ・
　　　　不眠など心に関する健康相談

高齢者インフルエンザ予防接種
　　高齢者を対象に、インフルエンザ予防接種を行っていま
す。事前に「予診票」が必要となりますので、配布場所で
お受け取りください。
　　指定医療機関の一覧表は予診票と同時に配布します。
　対　象　
　○満65歳以上で北名古屋市に住民票のある方
　○60歳から65歳未満の心臓、腎臓、呼吸器または免疫
　機能障害の方で身体障害者手帳1級をお持ちの方
　接種期日　平成21年1月31日（土）まで
　【予診票発行の手続き】
　配布場所　指定医療機関、東・西保健センター
　配布期間　平成21年1月30日（金）まで
　※接種前に予診票の説明文をよく読み、予診票を記入して
　から医療機関に持参し、接種してください。
　10月14日以降に指定医療機関以外で接種を受けた方
　　補助金を交付しますので、東・西保健センターへ申請し
てください。
　申請に必要なもの
　　医療機関で使用した予診票、領収書、振込先の口座番号
　（㈱ゆうちょ銀行以外）、印かん
　問合せ　東保健センター

お 知 ら せ

11月17日（月） 

ポリオ予防接種
　ところ　東保健センター

　ところ　西保健センター

　受　付　午後１時１５分～２時
　対　象　生後３か月～７歳６か月未満
　問合せ　東・西保健センター
神経系難病患者・家族のつどい（医療相談会）
　と　き　１１月１９日（水）午後２時～４時
　ところ　師勝保健所　相談室
　内　容　真野和夫氏（名古屋第一赤十字病院）による個別
　　　　相談、早川勝氏（名古屋第一赤十字病院）の話
　　　　と実技、交流会
　申込み　１１月１２日（水）までに電話で師勝保健所　（２　
　　　　３）５８１１へ。

実施日 対象地区
11月27日（木）九之坪、加島新田、野崎、弥勒寺、西之保

11月28日（金）沖村、法成寺、徳重、鍜治ケ一色、北野、山之腰、石橋、中之郷、宇福寺

鹿田、若宮、熊之庄
六ツ師、片場、高田寺、久地野、二子、
井瀬木、能田、薬師寺

実施日 対象地区

11月18日（火）

11月17日（月）

平成20年　11月 24

2日（日）

3日（月）

9日（日）

16日（日）

23日（日）

24日（月）

30日（日）

11月 きよす整形外科
☎０５２（４００）１１８８

きとう医院
☎０５２（４００）７２１１

済衆館病院
☎（21）0811

しろしたクリニック
☎０５２（４００）3755

済衆館病院
☎（21）0811

杉山医院
☎（28）1181

新居外科
☎（23）2200

清須市
一場弓町
清須市
寺野
北名古屋市
鹿田
清須市
西田中
北名古屋市
鹿田
豊山町
豊場
北名古屋市
井瀬木

外科
（10：00～17：00）

歯科
（9：30～11：30）

内科・小児科
（9：30～16：30）

新清洲歯科医院
☎052（４０９）６７７７

ぱんだ歯科
☎（２６）３３８８

深見歯科医院
☎052（409）2877
せきや歯科クリニック

☎（２4）8241
鬼頭歯科医院
☎052（400）3056

医療法人東洋会西春中央歯科
☎（23）0066

星ヶ丘歯科クリニック
☎052（400）2818

清須市
清洲
北名古屋市
九之坪
清須市
土器野
北名古屋市
弥勒寺東
清須市
清洲
北名古屋市
九之坪
清須市
廻間

日曜日、祝日に急病人が出たとき

池田 哲朗
（徳重クリニック）

佐橋 渡
（さはし内科クリニック）
河田 東
（ようていファミリークリニック）

能城 充弘
（わかばファミリークリニック）

関谷 道徳
（関谷医院）

中山 勉
（中山医院）

東 克謙
（いぶき野クリニック）

休日診療

西部休日急病診療所
　   052（503）8277
 清須市西枇杷島町花咲８4

東部休日急病診療所　
 　 （23）0122
 北名古屋市九之坪白山３９

救急病院をご紹介します
　「救急医療情報センター」
　　　　　　（81）1133

日 付 外 科 歯 科 所在地所在地
東部休日急病診療所担当医
※変更になる場合があります

今月の健康川柳：健康は　ストレス貯めない　笑顔でくらす



いき きい

母子保健事業
名 称 実 施 日 会 場 時 間 対 象 ・ 詳 細

母子健康手帳
発行

4か月児健診

※BCG予防
接種も行い
ます。

１０か月児健
診

1歳6か月児
健診

2歳6か月児
むし歯予防教
室

3歳児健診

育児相談

母乳相談
（要予約）
発達相談
（要予約）
個別接種（三
種混合、ＭＲワ
クチン）
（要予約）

11月10日（月）・25日(火)
11月19日（水）・12月3日 
(水)
11月7日（金）

11月19日（水）

１２月3日（水）

11月12日（水）

11月20日（木）

11月6日（木）

11月10日（月）

11月13日（木）

11月11日（火）

11月11日（火）

11月２7日（木）
11月11日（火）

東保健センター
西保健センター

健康ドーム

健康ドーム

健康ドーム

健康ドーム

東保健センター

西保健センター

東保健センター

西保健センター

西保健センター

西保健センター

東保健センター
西保健センター

母子保健事業の予約・申込み・お問い合わせは東保健センター
（　23－4000）へ

10：00～10：30
（受付9：45～10：00）

11日～20日生まれ
  受付13：00～13：15
21日～31日生まれ
  受付13：30～13：45

1月11日～20日生まれ
  受付13：00～13：15
2１日～31日生まれ
  受付13：30～13：45
2月1日～10日生まれ
  受付13：00～13：15
11日～20日生まれ
  受付13：30～13：45
4月11日～20日生まれ
  受付13：00～13：15
21日～30日生まれ
  受付13：30～13：45

4月生まれ
  受付9：0０～9：15
5月生まれ
  受付10：00～10：15
4月生まれ
  受付9：3０～9：45
5月生まれ
  受付10：00～10：15
1日～15日生まれ
  受付13：00～13：15
16日以降生まれ
  受付13：45～14：00
受付13：00～13：45

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

持ち物：妊娠届出書、ボールペン
内　容：母子健康手帳の使い方や妊娠中の
　　　過ごし方などについて説明
対　象：平成20年7月11日～31日生ま

れの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の4

か月児健診問診票、BCG予診票、
バスタオル、体温計、ボールペン

内　容：健診、離乳食の話
※6か月未満児でBCG未接種の場合は、
ご相談ください。
対　象：平成20年1月1１日～平成20年

2月20日生まれの子　
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の

10か月児健診問診票、オムツ、
ミルク、バスタオル

内　容：健診、離乳食の話、歯の話、ボラ
ンティアによる絵本の読み聞かせ
（ブックスタート事業）

対　象：平成19年4月1１日～30日生ま
れの子　

持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の1
歳6か月児健診問診票、歯ブラシ、
コップ、タオル

内　容：健診、歯科健診、フッ化物塗布、
親子遊び

※歯を磨いてきてください。　
対　象：平成18年4月・5月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、

タオル、すこやか手帳の問診票
内　容：歯科健診、染め出し、フッ化物塗布、

個別相談
※歯を磨いてきてください。

対　象：平成17年11月生まれの子
持ち物：母子健康手帳、すこやか手帳の３

歳児健診問診票、視力・聴力検査
アンケート、歯ブラシ、コップ、タオル

内　容：健診、尿検査、歯科健診、フッ化
物塗布

※視力・聴力の検査は自宅で行ってきてく
ださい。歯を磨いてきてください。
持ち物：母子健康手帳
内　容：身体測定、個別相談
持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳

持ち物：母子健康手帳、予防接種予診票、
　　　　健康保険証、こども（乳幼児）
　　　　医療費受給者証
※体調の良い時に接種を受けてください。

　指定医療機関にあらかじめ電話で予約してください。
　清須市、春日町、豊山町の指定医療機関でも接種できます。
　お問い合わせは、東・西保健センターへ。

平成20年　11月25



イベント
施 設
情 報

総人口
男　性
女　性
世帯数

北名古屋市の人口（10月1日現在）
80,863人　 （+   38）
40,734人　 （+   12）
40,129人　 （+   26）
31,869世帯 （+     4）

2008

11
歴史民俗資料館 企画展

と　き／11月1日（土）～ 平成21年1月22日（木）午前9時～午後5時
ところ／歴史民俗資料館
問合せ／歴史民俗資料館☎（25）3600

フォーカスオン・北名古屋（歴史民俗資料館 展示コーナー）
　高塚古墳（鍜治ケ一色）、能田旭古墳から出土した形象埴輪を展示。5～ 6世紀に
かけてこの地域の歴史と近畿地方にあった中央勢力とのかかわりを紹介しています。　
　この展示コーナーでは、北名古屋市の歴史や文化財等に焦点をあて、定期的に展示
替えを行っています。
問合せ／歴史民俗資料館 ☎（25）3600
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